
（3） 令和８年９月１５日 （第３種郵便物認可） 第682号（ ８年９月号）令和道 路 ニ ュ ー ス

　

来
年
度
、
日
本
風
景
街

道
は
20
周
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
る
。
こ
の

20
年
間
、
日
本
風
景
街
道

は
道
路
を
単
な
る
移
動
の
た
め
の
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
の
自
然
、
歴

史
、
文
化
、
人
々
の
暮
ら
し
を
映
し
出
す

「
地
域
の
風
景
」
と
し
て
捉
え
、
そ
の
価

値
を
守
り
育
て
る
活
動
を
全
国
各
地
で
展

開
し
て
き
た
。
地
域
住
民
を
中
心
に
、
行

政
や
企
業
な
ど
多
様
な
主
体
が
連
携
し
な

が
ら
、
景
観
保
全
や
沿
道
環
境
の
改
善
、

観
光
振
興
、
地
域
交
流
に
取
り
組
み
、
道

路
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
き

た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

　

特
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
有
名
な

観
光
地
や
絶
景
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人

々
に
と
っ
て
身
近
な
風
景
の
価
値
を
再
発

見
す
る
き
っ
か
け
を
生
み
出
し
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。
田
園
風
景
や
集
落
の
街
並

み
、
河
川
沿
い
の
道
、
四
季
折
々
の
並
木

道
な
ど
、
一
見
特
別
で
は
な
い
風
景
の
中

に
こ
そ
、
そ
の
土
地
が
積
み
重

ね
て
き
た
歴
史
や
暮
ら
し
の
記

憶
が
宿
っ
て
い
る
。
効
率
や
利

便
性
が
優
先
さ
れ
る
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
の
地
域
ら
し
さ
を

形
づ
く
る
風
景
を
守
り
、
次
世

代
へ
引
き
継
ご
う
と
す
る
日
本

風
景
街
道
の
理
念
に
は
大
き
な
意
義
が
あ

る
。

　

一
方
で
、
20
年
の
歩
み
の
中
で
課
題
も

見
え
て
き
た
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ

り
地
域
活
動
の
担
い
手
確
保
が
難
し
く
な

り
、
多
く
の
活
動
が
地
域
の
熱
意
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
に
支
え
ら
れ
て
い
る
現
状

が
あ
る
。
今
後
の
日
本
風
景
街
道
に
は
、

従
来
の
景
観
保
全
活
動
の
枠
を
超
え
、
観

光
、
教
育
、
防
災
、
環
境
保
全
、
移
住
促

進
な
ど
幅
広
い
分
野
と
連
携
し
な
が
ら
、

よ
り
多
く
の
人
々
が
関
わ
れ
る
仕
組
み
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
国

土
交
通
省
が
本
年
６
月
に
公
表
し
た
「
日

本
風
景
街
道 
今
後
の
10
年
間
を
見
据
え

『
風
景
街
道
×
大
学
』
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
で
あ
る
。
こ
の
取
組
は
、
大
学
生
や

大
学
院
生
の
視
点
か
ら
「
こ
れ
か
ら
10
年

の
日
本
風
景
街
道
が
、
若
い
世
代
に
と
っ

て
関
わ
り
た
い
・
使
い
た
い

・
誇
り
た
い
仕
組
み
と
な
る

た
め
の
姿
」
を
描
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
学
生
の

提
案
を
今
後
の
議
論
や
施
策

に
活
か
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
若
い
世
代
の
生
活

感
覚
や
価
値
観
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
日

本
風
景
街
道
の
魅
力
や
可
能
性
を
再
発
見

し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
次
の
10
年
を
見

据
え
た
重
要
な
挑
戦
と
言
え
る
。

　

20
周
年
は
単
な
る
通
過
点
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
活
動
の
蓄
積
を
土
台
に
、
新
た

な
世
代
と
の
協
働
を
進
め
る
節
目
で
あ

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
情
報
発
信
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

ド
ラ
イ
ブ
観
光
と
の
連
携
、
大
学
や
企
業

と
の
共
創
な
ど
、
日
本
風
景
街
道
の
可
能

性
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
る
。
道
路
は
人

や
物
を
運
ぶ
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
魅
力

や
誇
り
を
伝
え
、
人
と
人
と
を
結
び
付
け

る
存
在
で
も
あ
る
。
今
後
も
日
本
風
景
街

道
が
、
地
域
の
日
常
に
あ
る
大
切
な
風
景

を
守
り
な
が
ら
、
新
た
な
価
値
と
交
流
を

生
み
出
す
舞
台
と
し
て
発
展
し
、
「
道
路

か
ら
地
域
の
未
来
を
考
え
る
文
化
」
を
次

世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

【工事通行止め】
◇仙台北部道路　利府JCT ～富谷IC（上下線）
　９月28日（月）～10月５日（月）　各日20：00～翌５：00（土日除く）
◇仙台南部道路　長町IC ～仙台南IC（上下線）
　10月15日（木）～10月22日（木）　各日20：00～翌５：00（土日除く）
◇山陽自動車道　山陽IC ～岡山IC（上下線）
　10月19日（月）～10月24日（土）　各日21：00～翌６：00（土日除く）
◇米子自動車道　蒜山IC ～米子IC間（上下線）
　９月28日（月）～10月10日（土）　各日20：00～翌６：00（土日除く）
【工事規制】
◇常磐自動車道　亘理IC ～山元IC（上り線）
　９月28日（月）～ 11月20日（金）　終日
【集中工事】
◇東名高速道路　東京IC ～大井松田IC（上下線）
　10月19日（月）０：00～11月７日（土）６：00（土日祝日除く）
◇東名高速道路　名古屋IC ～東名三好IC（上り線）
　名古屋第二環状自動車道　上社JCT ～名古屋IC（上り線）、鳴海IC ～上社南IC（内外回り）
　11月９日（月）０：00 ～ 11月29日（日）６：00

道
路
が
つ
な
ぐ
地
域
の
誇
り

　

首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
で

は
、
昨
今
の
労
務
費
・
材
料
費

の
高
騰
に
よ
る
維
持
管
理
コ
ス

ト
の
上
昇
へ
の
対
応
が
喫
緊
の

　

Ｊ
Ｂ
本
四
高
速
で
は
、
令
和

８
年
度
も
「
瀬
戸
大
橋
塔
頂
体

験
ス
カ
イ
ツ
ア
ー
」
を
開
催
す

る
。
瀬
戸
大
橋
な
ど
の
建
設
に

携
わ
っ
た
技
術
者
等
が
、
橋
の

建
設
技
術
や
歴
史
を
分
か
り
や

す
く
楽
し
く
説
明
し
な
が
ら
管

理
用
通
路
や
塔
頂
へ
案
内
す
る

ツ
ア
ー
で
あ
る
。

　

10
月
～
11
月
開
催
分
の
ツ
ア

ー
の
参
加
申
込
受
付
を
、
８
月

28
日
（
金
）
10
時
00
分
よ
り
開

始
し
て
い
る
。

　

普
段
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
Ｊ
Ｒ
瀬
戸
大
橋
線
の
車
輌

が
間
近
で
見
ら
れ
る
管
理
用
通

路
や
、
海
面
上
１
７
５
ｍ
の
塔

頂
か
ら
見
る
３
６
０
度
パ
ノ
ラ

マ
の
絶
景
を
体
験
で
き
る
。

《
ツ
ア
ー
開
催
日
時
》

　

10
月
～
11
月
の
う
ち
瀬
戸
大

橋
塔
頂
体
験
ス
カ
イ
ツ
ア
ー
事

務
局
が
指
定
す
る
日
。

　

各
日
と
も
１
日
１
回
開
催

し
、
９
時
50
分
か
ら
受
付
を
開

始
し
、
10
時
00
分
～
13
時
00
分

に
ツ
ア
ー
実
施
す
る
。

※
終
了
時
間
は
参
加
人
数
に
よ

っ
て
前
後
す
る
場
合
が
あ
る
。

《
参
加
申
込
受
付
開
始
日
》

　

８
月
28
日
（
金
）
10
時
00
分

か
ら
受
付
を
開
始
し
て
い
る
。

　

受
付
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ま
た
は
電
話
に
よ
る
先
着
順
で

の
申
込
み
と
な
る
。

《
集
合
場
所
》

　

瀬
戸
中
央
自
動
車
道　

与
島

Ｐ
Ａ
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
棟
２
階

会
議
室

《
案
内
コ
ー
ス
・
所
要
時
間
》

○
案
内
コ
ー
ス

①
与
島
Ｐ
Ａ
（
集
合
・
受
付
）

～
コ
ー
ス
概
要
や
注
意
事
項
の

説
明
～
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
経
由

②
Ｊ
Ｒ
瀬
戸
大
橋
線
の
見
え
る

管
理
路
を
通
り
北
備
讃
瀬
戸
大

橋
主
塔
へ
移
動

③
塔
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
塔

頂
へ
到
着

④
海
面
上
１
７
５
ｍ
か
ら
見
る 

３
６
０
度
の
多
島
美
～
ア
ン
カ

レ
イ
ジ
経
由
～
与
島
Ｐ
Ａ
（
解

散
）

※
案
内
行
程
の
中
で
専
任
ガ
イ

ド
が
瀬
戸
大
橋
の
建
設
技
術
や

歴
史
な
ど
を
説
明
す
る
。

○
所
要
時
間

　

受
付
～
解
散
ま
で
の
所
要
時

間
は
約
３
時
間
。

《
参
加
料
金
》

○
大
人
（
16
歳
以
上
）

・
平
日
：
５
，
５
０
０
円
（
税

込
）
／
名

・
土
日
祝
：
６
，
６
０
０
円

（
税
込
）
／
名

○
小
人
（
12
歳
～
15
歳
）

・
平
日
：
２
，
７
５
０
円
（
税

込
）
／
名

・
土
日
祝
：
３
，
３
０
０
円

（
税
込
）
／
名

※
集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
は

別
途
必
要
。

※
参
加
申
込
後
に
銀
行
振
込
に

よ
る
事
前
決
済
に
よ
り
、
支
払

う
。

※
年
齢
確
認
で
き
る
身
分
証
明

書
等
を
提
示
い
た
だ
く
場
合
が

あ
る
。

《
参
加
申
込
方
法
》

　

参
加
申
込
受
付
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
電
話
に
よ
る

申
込
み
で
先
着
順
と
な
る
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

お
盆
期
間
に
お
け
る
高
速
道
路
の
交
通
状
況
（
速
報
）

お
盆
期
間
に
お
け
る
高
速
道
路
の
交
通
状
況
（
速
報
）

令
和
８
年
８
月
7
日
（
金
）
～
８
月
16
日
（
日
）
：
10
日
間

※
比
較
対
象
は
令
和
７
年
８
月
８
日
（
金
）
～
８
月
17
日
（
日
）
：
10
日
間

各社の特に長い渋滞発生箇所

会社区分 上下線 道路名 渋滞発生箇所 渋滞日時 （ピーク） 渋滞延長 渋滞原因

東日本
外回り 首都圏中央連絡自動車道 狭山PA付近 8月7日 （金） 9時10分 42.3㎞ 交通集中及び故障車

上り線 関越自動車道 三芳PA付近 8月16日 （日） 17時50分 51.1㎞ 交通集中及び事故

中日本
下り線 中央自動車道 相模湖IC付近 8月10日 （月） 11時55分 39.5㎞ 交通集中

内回り 首都圏中央連絡自動車道 八王子JCT付近 8月7日 （金） 8時15分 49.5㎞ 交通集中及び故障車

西日本
下り線 名神高速道路 旧山科BS付近 8月7日 （金） 18時10分 29.4㎞ 交通集中

上り線 名神高速道路 瀬田東IC付近 8月13日 （木） 10時30分 34.6㎞ 交通集中

本四
下り線 神戸淡路鳴門自動車道 舞子TN出口付近 8月11日 （火） 11時25分 9.0㎞ 交通集中及び事故

上り線 神戸淡路鳴門自動車道 東浦IC付近 8月14日 （金） 17時55分 27.0㎞ 事故及び交通集中

交通量／全国の高速道路の主な区間（代表40区間）

令和8年実績① 令和7年実績② 対比①／②

平均日交通量（全車） 45,700台／日 46,000台／日 99%

（小型車） （大型車） 39,200台／日 6,500台／日 39,900台／日 6,100台／日 98% 107%

最大日交通量 48,900台／日 50,200台／日 97%

混雑状況／渋滞回数（10㎞以上の渋滞回数は、30㎞以上の渋滞回数を含む）

令和8年実績① 令和7年実績② 対比①／②

10㎞以上の渋滞 312回 345回 90%

うち30㎞以上の渋滞 18回 13回 138%

車種区分
基本料金（下限額～上限額）

改定前 改定後

令和8年10月1日から

軽・二輪 280円～1,590円 280円～1,740円

普通車 300円～1,950円 300円～2,130円

令和9年7月1日から※

中型車 330円～2,310円 330円～2,520円

大型車 400円～3,110円 400円～3,410円

特大車 550円～5,080円 550円～5,570円
※道路運送事業（中型車以上）における価格転嫁に向けた環境整備に伴う当面の特別措置を実施する。

○基本料金について、令和9年6月末まで改定前料金に据え置く。

○令和12年7月から令和13年3月末まで、大口・多頻度割引の割引率拡充を最大25％に縮小する。

ETCでの車種区分ごとの基本料金

ETC以外（現金・クレジットカード）での基本料金
車種区分 改定後の基本料金

令和8年10月1日から

軽・二輪 1,740円

普通車 2,130円

令和9年7月1日から

中型車 2,520円

大型車 3,410円

特大車 5,570円

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
利
用
者
に
安
全
・

安
心
な
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

的
に
提
供
し
、
ま
た
、
維
持
管

理
の
現
場
で
対
応
し
て
い
る
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の

適
正
な
労
務
費
の
確
保
・
行
き

渡
り
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、

料
金
の
改
定
を
行
う
。

　

割
引
に
つ
い
て
は
、
大
口
・

多
頻
度
割
引
の
割
引
率
拡
充
措

置
（
最
大
割
引
率
45
％
）
、
都

心
流
入
割
引
、
都
心
流
入
・
湾

岸
線
誘
導
割
引
を
令
和
13
年
３

月
末
ま
で
継
続
す
る
と
し
て
い

る
（
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
参
照
）
。

令
和
８
年

令
和
８
年
1010
月
１
日
　
首
都
高
料
金
改
定

月
１
日
　
首
都
高
料
金
改
定

https://www.shutoko.jp/ss/2026ryoukin-kaitei/

　

上
記
申
込
サ
イ
ト
か
ら

○
電
話

　

０
８
７
７
‐
24
‐
３
１
３
１

（
瀬
戸
大
橋
塔
頂
体
験
ス
カ
イ

ツ
ア
ー
参
加
申
込
受
付
窓
口

（
琴
参
観
光
㈱
内
）
）

※
受
付
時
間
：
土
日
及
び
祝
日

を
除
く
９
時
00
分
～
18
時
00
分

《
参
加
条
件
》

①
12
歳
以
上
の
方
（
参
加
当
日

に
12
歳
以
上
で
あ
れ
ば
参
加
で

き
る
。
12
歳
～
15
歳
の
方
は
、

大
人
の
同
伴
が
必
要
。
）

②
補
助
具
な
し
で
、
自
ら
２
㎞

以
上
の
歩
行
が
で
き
、
階
段
及

び
梯
子
の
昇
降
が
で
き
る
方

③
高
所
又
は
閉
所
恐
怖
症
で
は

な
い
方

④
飲
酒
し
て
い
な
い
方

⑤
誓
約
書
に
記
載
し
て
あ
る
内

容
に
つ
い
て
誓
約
し
た
方

※
未
成
年
者
（
18
歳
未
満
）
の

ツ
ア
ー
参
加
に
は
親
権
者
の
同

意
が
必
要
。

※
12
歳
未
満
の
方
は
、
参
加
で

き
な
い
。

※
そ
の
他
、
安
全
確
保
等
の
た

め
の
注
意
事
項
を
守
る
。

《
募
集
人
員
》

　

各
回
48
名
（
最
少
催
行
人
員

：
12
名
）
で
、
実
施
日
の
10
日

前
ま
で
に
最
少
催
行
人
員
に
満

た
な
い
場
合
は
、
ツ
ア
ー
を
中

止
す
る
。

※
都
合
に
よ
り
募
集
人
員
を
増

減
す
る
場
合
が
あ
る
。

《
キ
ャ
ン
セ
ル
料
》

○
キ
ャ
ン
セ
ル
時
期

・
開
催
日
の
10
日
前
～
４
日
前

ま
で
の
キ
ャ
ン
セ
ル
：
参
加
料

金
の
20
％

・
開
催
日
の
３
日
前
～
前
日
ま

で
の
キ
ャ
ン
セ
ル
：
参
加
料
金

の
50
％

・
開
催
日
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル

・
無
連
絡
不
参
加
：
参
加
料
金

の
１
０
０
％

《
そ
の
他
》

　

雨
、
風
、
雷
な
ど
の
気
象
の

影
響
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

事
情
に
よ
り
、
実
施
が
困
難
と

判
断
し
た
場
合
は
、
ツ
ア
ー
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
る
。

特設サイト　https://d-oktour.jp/skytour2026season1/

瀬戸大橋塔頂体験スカイツアー瀬戸大橋塔頂体験スカイツアー
高速道路の通行止め・規制情報高速道路の通行止め・規制情報


